
交流会開催
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●
県
文
連
新
体
制
ス
タ
ー
ト

　
創
立
30
周
年
の
節
目

　
田
中
氏
、
石
川
氏
が
新
副
会
長
に
就
任

●
３
年
ぶ
り
開
催　

交
流
会

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
美
声
を
披
露

●
令
和
４
年
度
定
例
理
事
会

●
交
流
会
「
県
文
連
創
立
30
周
年
ク
イ
ズ
」

　

県
文
連
を
も
っ
と
知
ろ
う

●
九
響
「
第
九
」
公
演

● 

訃
報  

伊
藤
晃
績
さ
ん
、
井
口
城
勝
さ
ん

●
第
30
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
２
０
２
２

「
咲
か
せ
よ
う
輝
く
未
来
へ
！
文
化
と
と
も
に
」

●
芸
術
体
験
講
座

●
俳
句

●
短
歌
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●
県
民
文
化
大
学
・
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
後
半
へ

●
ふ
る
さ
と
文
化
誌
第
11
号「
豊
前
い
に
し
え
の
旅
」

●
井
生
・
是
澤
連
携　

青
春
座
「
空
翔
け
る
虎
」

●
よ
み
が
え
る
太
宰
府「
時
の
記
念
日
の
行
事
」

　
「
辰
山
会
」事
務
局　
髙
瀬
昭
登

●
地
域
文
化
芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
「
つ
な
ぐ　
伝
え
る
」を
テ
ー
マ　
10
月
13
日
開
催

●
福
岡
文
化
連
盟
「
天
神
文
化
塾
」
開
講
中

●
北
原
白
秋
没
後
80
年「
交
聲
曲　

海
道
東
征
」

　
團
伊
久
磨
作
曲
合
唱
組
曲『
筑
後
川
』も

●
ウ
ク
ラ
イ
ナ
留
学
生
支
援「
鯉
の
会
」日
舞
で
交
流

●「
冬
野
」前
主
宰
阿
比
留
さ
ん  

句
集「
波
濤
」刊
行

●
吉
塚
だ
よ
り

表
紙
の
光
景

　

３
年
ぶ
り

　
今
年
の
流
行
語
大
賞
候
補
に
「
3
年

ぶ
り
」
と
い
う
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
泣
か
さ
れ
た
博
多
祇
園
山

笠
を
は
じ
め
夏
祭
り
や
花
火
大
会
、
運

動
会
な
ど
、
全
国
各
地
で
3
年
ぶ
り
の

復
活
ラ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
。

　
古
い
演
歌
世
代
に
な
る
と
「
逢
い
た

か
っ
た
ぜ
、
三
年
ぶ
り
に
…
」
が
口
を

つ
い
て
出
る
。
往
年
の
名
歌
手
、
岡
晴

夫
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
逢
い
た
か
っ
た
ぜ
』

の
歌
い
だ
し
だ
。「
逢
え
て
う
れ
し
や
」

と
続
き
、
呑
も
う
じ
ゃ
な
い
か
、
語
ろ

じ
ゃ
な
い
か
、
と
呼
び
か
け
る
。

　
わ
が
県
文
連
の
理
事
会
交
流
会
も
人

並
み
に
復
活
で
き
た
。

　
み
ん
な
で
逢
え
て
、呑
ん
で
語
り
合
っ

て
、歌
い
ま
く
っ
て
、の
楽
し
い
ひ
と
時
。

創
立
30
周
年
の
記
念
ク
イ
ズ
も
あ
っ
て

先
人
の
苦
労
も
偲
べ
た
。

　
そ
し
て
、
さ
あ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
文

化
創
造
へ
。
県
文
連
は
今
、
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
に
踏
み
出
し
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
文
化
を
模
索
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役
員
人
事

副
会
長
に
田
中
、

　

石
川
両
氏
が
就
任

新
常
任
理
事
に

石
橋
、岡
田
、髙
松
３
氏

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
文
化
運
動
め
ざ
し
て

創立30周年を迎える

県文連新体制がスタート

田中 正直 氏德永 吉之 氏 石川 純一 氏

石橋 豊子 氏髙松 大輔 氏 岡田 猛彦 氏

か
ら
德
永
吉
之
県
人
づ
く
り
・
県
民
生

活
部
長
が
就
任
し
て
い
る
。

　
勇
退
の
井
生
、
大
野
両
氏
は
県
文
連
顧

問
に
就
任
し
た
。

　
田
中
正
直
氏
は
、
平
成
29
年
か
ら
北
九

州
能
楽
連
盟
会
長
で
、
令
和
2
年
10
月
、

井
生
氏
の
後
を
継
い
で
北
九
州
文
化
連
盟

会
長
に
就
任
。
翌
年
３
月
か
ら
県
文
連
常

任
理
事
。
同
市
八
幡
西
区
在
住
。
79
歳
。

　
石
川
純
一
氏
は
、
昭
和
47
年
、
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
奏
者
で
九
州
交
響
楽
団
入
団
。
そ

の
後
楽
団
事
務
局
に
移
り
、
事
務
局
次
長

で
平
成
21
年
退
団
。
同
18
年
県
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
連
盟
を
設
立
、
代
表
に
就
任
。
28
団

体
。
24
年
か
ら
県
文
連
常
任
理
事
。
福
岡

市
城
南
区
在
住
。
72
歳
。

　
ま
た
、
地
域
別
、
分
野
別
団
体
の
人
事

を
受
け
て
、
新
た
に
石
橋
豊
子
糸
島
市
文

化
協
会
長
（
福

岡
Ⅱ
ブ
ロ
ッ

ク
）、
岡
田
猛

彦
築
上
町
文
化

協
会
長
（
京
築

ブ
ロ
ッ
ク
）、

髙
松
大
輔
県
高

等
学
校
芸
術
・

文
化
連
盟
会
長

（
分
野
別
Ⅶ
グ

ル
ー
プ

=

若
者
・

教
育
文
化
）
が

常
任
理
事
に
選

任
さ
れ
た
。

　
7
月
6
日
の
令
和
4
年
度
定

例
理
事
会
で
、
井
生
定
巳
（
前

北
九
州
文
化
連
盟
会
長
）、
大
野

美
保
子
（
バ
レ
エ
・
音
楽
国
際

交
流
文
化
協
会
理
事
長
）
の
両

副
会
長
が
勇
退
。
後
任
に
地
域

別
団
体
か
ら
田
中
正
直
北
九
州

文
化
連
盟
会
長
、
分
野
別
団
体

か
ら
石
川
純
一
県
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
連
盟
代
表
を
選
ん
だ
。

　
副
会
長
は
3
人
制
で
、
県
庁

 役　職 氏　名

名誉会長 服
はっ

　部
とり

　誠
せい

太
た

郎
ろう

会　　長 貫
ぬき

　　　正
まさ

　義
よし

理 事 長 宇
う

田
だ

川
がわ

　宣
のり

　人
と

副 会 長 田
た

　中
なか

　正
まさ

　直
なお

〃 石
いし

　川
かわ

　純
じゅん

　一
いち

〃 德
とく

　永
なが

　吉
よし

　之
ゆき

副理事長 林
はやし

　田
だ

　ス　マ
専務理事兼事務局長 江

え

　﨑
さき

　雅
まさ

　彦
ひこ

常任理事 北
きた

　里
さと

　　　晋
すすむ

〃 田
た

　中
なか

　正
まさ

　直
なお

〃 井
い

佐
さ

子
こ

　慶
けい

　子
こ

〃 石
いし

　橋
ばし

　豊
とよ

　子
こ

〃 能
のう

　間
ま

　瀧
りゅう

　次
じ

〃 内
うち

　野
の

　博
ひろ

　夫
お

〃 吉
よし

　岡
おか

　幸
ゆき

　夫
お

〃 紙
かみ

　野
の

　美
み

寿
す

江
え

〃 岡
おか

　田
だ

　猛
たけ

　彦
ひこ

〃 石
いし

　川
かわ

　純
じゅん

　一
いち

〃 笠
かさ

　井
い

　栄
えい

　俊
しゅん

〃 小
お

　田
だ

　幸
ゆき

　久
ひさ

〃 田
た

　島
じま

　安
やす

　江
え

〃 片
かた

　山
やま

　　　健
けん

〃 椛
かば

　島
しま

　禅
ぜん

　徹
てつ

〃 髙
たか

　松
まつ

　大
だい

　輔
すけ

〃 古
こ

　賀
が

　　　透
とおる

監　　事 髙
たか

　瀬
せ

　昭
あき

　登
と

〃 米
よね

　村
むら

　旭
きょく

　翔
しょう

〃 松
まつ

　尾
お

　英
ひで

　輝
き

〃 松
まつ

　崎
ざき

　栄
えい

　一
いち

参　　与 井
い

　原
はら

　絹
きぬ

　江
え

山
やま

　村
むら

　より子
こ

調 査 役 竹
たけ

　川
かわ

　克
かつ

　幸
ゆき

顧　　問 松
まつ

　尾
お

　新
しん

　吾
ご

〃 是
これ

　澤
さわ

　清
きよ

　一
かず

〃 長
なが

　澤
さわ

　幸
こう

　司
じ

〃 河
かわ

　村
むら

　哲
てつ

　夫
お

〃 大
おお

　野
の

　美
み

保
ほ

子
こ

〃 井
いお

　生
う

　定
さだ

　巳
み

県文連執行体制
（令和４年度）

※太字は新任。

ま
さ
な
お
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令
和
４
年
度
定
例
理
事
会

　
令
和
4
年
度
の
定
例
理
事
会
は
7
月
6

日
午
後
、
吉
塚
の
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ

ル
瑞
雲
の
間
に
70
人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
、
同
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
を
審

議
し
、
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
ま
た
、
県
文
連
が
今
年
11
月
に
結
成
30

周
年
を
迎
え
る
の
を
祝
っ
て
、
来
年
1
月

31
日
に
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
、
記
念
誌

発
行
な
ど
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
を
決
め

た
。

　
出
席
理
事
か
ら
は
「
会
員
の
高
齢
化
が

進
む
一
方
、
若
者
は
参
加
に
消
極
的
。
打

開
策
を
」
な
ど
の
意
見
が
出
、
宇
田
川
理

事
長
が「
加
盟
団
体
共
通
の
悩
み
で
あ
り
、

地
域
文
化
芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
機
会

に
議
論
を
深
め
た
い
」
と
応
え
て
い
た
。

　
【
議
事
の
概
要
】

▼
第
1
号
議
案
（
会
員
の
異
動
）
特
別
個

人
会
員
に
木
下
良
弘
氏
が
入
会
。
酒
井

悦
子
氏
、
石
井
の
り
子
氏
退
会
。
伊
藤

晃
績
氏
、
井
口
城
勝
氏
が
ご
逝
去
。

▼
第
2
号
議
案（
役
員
の
選
任
）＝
3
ペ
ー

ジ
に
詳
報

▼
第
3
号
議
案（
令
和
3
年
度
事
業
報
告
、

決
算
）
第
29
回
県
民
文
化
祭
は
一
部
に

コ
ロ
ナ
中
止
も
出
た
が
、
分
野
別
11
、

地
域
別
5
事
業
な
ど
主
催
事
業
31
、

　
県
民
文
化
の
担
い
手
た
ち
が
、
一
堂
に

集
い
、
3
年
ぶ
り
に
親
睦
の
輪
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
―
県
文
連
交
流
会
は
コ
ロ
ナ

禍
で
2
年
連
続
中
止
の
後
、
令
和
4
年
度

は
第
7
波
に
襲
わ
れ
る
直
前
の
7
月
6
日

午
後
、
定
例
理
事
会
閉
会
後
、
博
多
サ
ン

ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
瑞
雲
の
間
に
70
人
が
参
加

し
て
開
催
で
き
ま
し
た
。

　
田
中
正
直
副
会
長
が
開
会
を
告
げ
た

後
、
貫
正
義
会
長
は
３
年
ぶ
り
に
一
堂
に

会
す
る
喜
び
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
折
し

も
今
年
は
県
文
連
創
立
30
周
年
の
年
。
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
こ
れ
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
文
化
活
動
を
発
展
さ
せ

る
か
、
改
め
て
考
え
る
時
で
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
10
月
か
ら
繰
り
広
げ

る
第
30
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭

に
つ
い
て
「
コ
ロ
ナ
で
不
完
全
燃

焼
だ
っ
た
２
年
間
を
吹
き
飛
ば
す

意
気
込
み
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
力

強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
会
長
挨
拶
に
続
い
て
、
交
流
会
開
催
を

祝
っ
て
日
本
舞
踊
協
会
県
支
部
役
員
で
、

花
柳
流
師
範
の
花
柳
鶴
貴
三
さ
ん
が
祝
舞

「
千
代
の
松
」
を
あ
で
や
か
に
披
露
し
ま

し
た
。

　
こ
の
後
、
宇
田
川
宣
人
理
事
長
が
乾
杯

の
発
声
で
、
互
い
に
杯
を
交
わ
し
て
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
り
ま
し
た
。

　
食
事
、
歓
談
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
進

行
役
の
江
﨑
雅
彦
専
務
理
事
・
事
務
局
長

が
粋
な
提
案
を
持
ち
出
し
ま
し
た
。「
県

文
連
創
立
30
周
年
ク
イ
ズ
」
で
、
ま
ず
出

席
者
全
員
に
起
立
を
求
め
、
間
違
え
た
人

は
座
る
、
と
い
う
サ
バ
イ
バ
ル
戦
で
す
。

　
全
部
で
10
問
。
最
後
ま
で
立
ち
残
っ
た

数
人
に
は
「
Ｉ
♥
県
文
連
賞
」
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
賛
助
会
員
の
㈱
ひ
よ
こ
提
供
の

ひ
よ
こ
サ
ブ
レ
、
㈱
山
口
油
屋
福
太
郎
の

め
ん
べ
い
の
セ
ッ
ト
で
す
。（「
県
文
連
創

立
30
周
年
ク
イ
ズ
」
は
6
ｐ
に
掲
載
）

　
こ
の
後
、貫
会
長
の
「
無
法
松
の
一
生
」

を
皮
切
り
に
、
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
の
競
演

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
10
人
は
い
ず

れ
劣
ら
ぬ
ノ
ド
自
慢
で
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
笠
井
さ
ん
、別
府
さ
ん
、

椛
島
さ
ん
3
氏
に
よ
る
祝
い
め
で
た
。
そ

し
て
、
い
よ
い
よ
最
後
は
、
お
な
じ
み
本

山
さ
ん
の
博
多
手
一
本
で
締
め
で
す
。

　
林
田
ス
マ
副
理
事
長
の
閉
会
の
言
葉

で
、
こ
れ
か
ら
の
健
闘
と
再
会
を
誓
い

あ
っ
て
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

あいさつをする貫会長

閉会の辞を述べる
林田副理事長

3
年
ぶ
り
、
に
ぎ
や
か
に
和
や
か
に

祝
舞
「
千
代
の
松
」
で
開
幕

　
　
　
　

 　
「
30
周
年
ク
イ
ズ
」
も

県
文
連
交
流
会
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協
賛
事
業
24
を
行
い
県
民
7
万
人
が
参

加
し
た
。
東
京
五
輪
協
賛
福
岡
和
文
化

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
7
月
29
日
、
千
人
余

が
参
加
、
盛
況
だ
っ
た
。
当
期
収
入

3
，
1
4
5
万
2
千
円
。
支
出
3
，

0
4
9
万
8
千
円
。

▼
第
4
号
議
案（
令
和
4
年
度
事
業
計
画
、

予
算
）
第
30
回
県
民
文
化
祭
、
県
民
文

化
大
学
、
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
、

現
地
探
訪
、
地
域
文
化
芸
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
。
ふ
る
さ
と
文
化
誌
、
会
報

を
発
行
。
九
州
・
沖
縄
文
化
団
体
連
絡

会
議
を
長
崎
県
で
開
催
予
定
。
収
入

3
，
5
2
1
万
1
千
円
、
支
出
3
，

4
2
3
万
円
。

▼
第
５
号
議
案（
創
立
30
周
年
記
念
事
業
）

　
記
念
式
典
、
祝
賀
会　
令
和
5
年
1
月

31
日
開
催

【
祝
舞
】「
千
代
の
松
」花
柳
鶴
貴
三
日

本
舞
踊
協
会
県
支
部
役
員

【
創
立
30
周
年
ク
イ
ズ
】

【
カ
ラ
オ
ケ
】①「
無
法
松
の
一
生
」貫
正

義
県
文
連
会
長
②「
正
調
博
多
節
」椛
島

禅
徹
香
り
の
会
代
表
③「
襟
裳
岬
」髙
瀬

昭
登
県
文
連
監
事
④「
愛
の
讃
歌
」稲
田

博
子
春
日
市
文
化
協
会
副
会
長
⑤「
青

春
時
代
」竹
川
克
幸
県
文
連
調
査
役
⑥

「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」熊
谷
栄
亮
県
吟

剣
詩
舞
道
総
連
盟
⑦「
細
雪
」是
澤
清
一

県
文
連
顧
問

【
吟
詠
】⑧
山
﨑
修
二
筑
紫
野
市
文
化
協

会
副
会
長

【
祝
い
め
で
た
】笠
井
栄
俊
県
吟
剣
詩
舞

道
総
連
盟
会
長
、
別
府
正
紀
春
日
市
文

化
協
会
会
長
、
椛
島
禅
徹
香
り
の
会
代

表【
博
多
手
一
本
】本
山
道
徳
特
別
個
人
会
員

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「千代の松」を踊る花柳鶴貴三さん宇田川理事長　乾杯発声

「細雪」是澤清一顧問「愛の讃歌」稲田博子さん

吟詠「川中島」山﨑修二さん
「祝いめでた」左から

椛島さん、笠井さん、別府さん

県文連クイズの模様県文連クイズ優勝者　小田幸久さん

就任あいさつをする右から
田中副会長、石川副会長、石橋常任理事
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県文連創立30周年クイズ県文連創立30周年クイズ
県文連をもっと知ろう県文連をもっと知ろう



－７－

県文連創立30周年クイズ解答県文連創立30周年クイズ解答

伊
藤
晃
績
さ
ん
御
逝
去

九
響
、小
泉
指
揮
で「
第
九
」

　 
福
岡
は
ア
ク
ロ
ス
に
戻
る

　
九
州
交
響
楽
団
年
末
恒
例
の
「
第
九
」

演
奏
会
は
、
12
月
24
日
、
北
九
州
市
ソ
レ

イ
ユ
ホ
ー
ル
で
、
翌
25
日
、
ア
ク
ロ
ス
福

岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
う
。
ア
ク

ロ
ス
福
岡
公
演
は
、
改
修
が
終
わ
っ
て
一

年
ぶ
り
。

　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
9
番
ニ
短

調
「
合
唱
付
き
」
は
、
両
会
場
と
も
小
泉

和
裕
指
揮
で
、
ソ
プ
ラ
ノ
並
河
寿
美
、
ア

ル
ト
清
水
華
澄
、
テ
ノ
ー
ル
望
月
哲
也
、

バ
リ
ト
ン
山
下
浩
司
。
合
唱
は
北
九
州
会

場
が
北
九
州
市
民
フ
ロ
イ
デ
コ
ー
ル
、
福

岡
会
場
は
九
響
合
唱
団
。

　
5
月
2
日
、
84
歳
で
ご
逝
去
。
本
名
征
方
。
令
和
2
年

ま
で
11
年
間
県
文
連
常
任
理
事
。『
ふ
る
さ
と
文
化
誌
』

シ
リ
ー
ズ
の
写
真
を
担
当
。
平
成
21
年
に
は「
五
足
の
靴
」

写
真
展
。

　
5
月
24
日
、
83
歳
で
ご
逝
去
。
本
名
恵
弘
。
元
九
州
吟
剣

詩
舞
道
連
盟
理
事
長
。
平
成
30
年
ま
で
二
度
、
通
算
7
年
間

県
文
連
常
任
理
事
。
同
23
年
県
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
。

（
前
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
会
長
）

井
口
城
勝
さ
ん
御
逝
去

（
城
勝
流
城
勝
吟
道
会
会
長
、
前
筑
後
市
文
化
協
会
会
長
）

訃
報い

　
と
う 

こ
う  

せ
き

い
の
く
ち
じ
ょ
う
し
ょ
う

解答 解　　　　　説

Ｑ１ Ａ 県文連は平成4年11月の設立。設立総会は平成4年11月24日にリーセントホテルで開催。

Ｑ２ Ａ 初代会長は大野茂氏（当時九電社長）。副会長は江頭慶典氏、森脇憲三氏、白石竹泉氏 

Ｑ３ Ａ イメージソング「人生号 JinseiGO」氷川きよしが歌いました。甲斐よしひろは作曲です。

Ｑ４ Ｂ 田川文化連盟 昭和22年設立、久留米連合文化会 昭和24年、大牟田文化連合会 昭和29年

Ｑ５ Ｂ 筑前琵琶福岡旭会 明治42（1909）年設立。なんと113年の歴史!!
福岡三曲協会 昭和元年設立、帝国華道院九州連合会 昭和6年設立　

Ｑ６ Ｂ 福岡県高等学校芸術・文化連盟　団体数 179団体、人数 123,895名
福岡県吹奏楽連盟：427団体 24,300名、北九州文化連盟：34団体 5,941名

Ｑ７ Ａ 神奈川県横浜市で生まれ、その後埼玉県岩槻市（現さいたま市）で高校生までを過ごした。

Ｑ８ Ｂ 1993年10月から、1年間、主にニューヨークで多くの芸術家と交流し、活動した。

Ｑ９ Ａ 西日本新聞で連載された聞き書きシリーズは「おかげさまで」。「おかあさんにバンザイ」は
RKBラジオで土曜夕方に放送されているスマさんのトーク番組。

Ｑ10 Ａ 「第30回ふくおか県民文化祭2022」のテーマは「咲かせよう輝く未来へ！文化とともに」

ゆ
き
の
り
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第30回ふくおか県民文化祭2022開催予定

「咲かせよう 輝く未来へ！ 文化とともに」
第30回ふくおか県民文化祭2022

　
「
咲
か
せ
よ
う　
輝
く
未
来
へ
！
文
化

と
と
も
に
」
を
統
一
テ
ー
マ
に
、
第
30
回

ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
2
0
2
2
は
9
月

開
催
の
県
美
術
展
覧
会
を
皮
切
り
に
、
年

内
い
っ
ぱ
い
繰
り
広
げ
る
。

　
中
止
や
延
期
、
縮
小
が
相
次
い
だ
こ
の

2
年
と
は
違
っ
て
、
今
回
は
敢
え
て
コ
ロ

ナ
禍
に
立
ち
向
か
う
〝
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

祭
典
〞
に
な
り
そ
う
で
、
県
文
連
の
文
化

力
が
問
わ
れ
る
。

　
加
盟
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
、
準
備
を
進
め

て
い
る
が
、
分
野
別
で
11
事
業
、
地
域
別

で
9
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
県
民
文
化
祭
期
間
中
に
は
、
芸
術
体
験

講
座
、
2
0
2
2
ふ
く
お
か
県
障
が
い
児

者
美
術
展
、
特
色
あ
る
県
民
文
化
創
造
事

業
8
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　
開
催
テ
ー
マ
は
、
古
賀
市
の
中
山
咲
菜

さ
ん
の
作
品
。
応
募
2
5
4
点
か
ら
選
ば

れ
た
。
中
山
さ
ん
は
、
12
月
17
日
、
田
川

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
記
念
式
典

で
、
実
行
委
員
長
の
服
部
県
知
事
か
ら
表

彰
を
受
け
る
。

テ
ー
マ
作
者
中
山
さ
ん
を
12
月
式
典
で
表
彰

事業区分 開催日 事業名 開催地 会　　場

分
野
別
事
業
11

合唱 10月9日(日） 第 28回ヴォーカルアンサンブル・
フェスティバル 福岡市 福岡県立

ももち文化センター
太鼓 11月27日(日） 福岡県和太鼓フェスティバル 篠栗町 クリエイト篠栗
吟剣詩舞 11月27日(日） 福岡県吟剣詩舞道総連盟結成 45周年記念大会 筑紫野市 筑紫野市文化会館
俳句大会 11月21日（月） 俳句大会 行橋市 コスメイト行橋
短歌大会 11月5日（土） 短歌大会 福岡市 福岡商工会議所 4F
県民茶会 11月13日（日） 第 30回県民茶会 福岡市 大濠公園日本庭園茶会館
筑前琵琶 11月20日（日） 第 71回筑前琵琶鑑賞会 福岡市 薬院 鷹の会能舞台

押し花 10月7日（金）～
9日（日） 押し花フェスティベル 福岡市 アクロス福岡 2F

交流ギャラリー
バレエ 12月18日（日） 第 14回バレエフェスティバル 那珂川市 ミリカローデン那珂川文化ホール
詩人会 11月26日（土） 声をとどけるー響きあう詩 福岡市 福岡市美術館ミュージアムホール　　　　　　　　　　　　

県展 9月6日（火）～
12月4日（日） 第 77回福岡県美術展覧会 福岡市

他４市
福岡県立美術館
他４会場

地
域
別
事
業
９

福岡市 11月22日（火）～
27日（日）

第 17回福岡文化連盟祭り
福岡 アートビエンナーレ 2022
～現在（いま）を超えて～

福岡市 福岡市美術館
大濠公園日本庭園

北九州市 11月26日（土）～
27日（日） 「若戸大橋物語」演劇公演 北九州市 北九州芸術劇場

中劇場
福岡Ⅰブロック 11月20日(日） 福岡Ⅰブロック芸術文化のつどい 新宮町 そぴあしんぐう 大ホール

福岡Ⅱブロック　10月22日（土）～23日（日）
第 25回福岡Ⅱブロック
「芸術の祭典」 in 那珂川 那珂川市 ミリカローデン那珂川

北九州ブロック 12月4日(日） 北九州ブロック芸能のつどい 直方市 ユメニティのおがた大ホール
北筑後ブロック 12月11日(日） 平和な合唱を地域に 朝倉市 ピーポート甘木 大ホール 
南筑後ブロック 11月6日（日） 南筑後ブロック文化フェスティバル in おおむた 大牟田市 大牟田文化会館

筑豊ブロック 12月17日（土）～
18日（日） やるばい筑豊 田川市 田川文化センター

京築ブロック 11月19日（土）～
20日（日） 第 23回京築ふるさと文化祭 築上町 築上町中央公民館、

築上町文化会館（コマーレ）

事業区分 開催日 事業名 開催地 会　　場

記念式典 12月17日（土） 第 30回ふくおか県民文化祭
2022　記念式典 田川市 田川文化センター

子ども
文化
事業

鑑賞・
発表事業

11月27日（日）
城島こどもフェスティバル
「創作劇　ゆう太のぼうけん
－魔界経典の秘密－」

久留米市 久留米市城島
総合文化センター

12月10日（土）～
11日（日） 第 25回ジュニアときめき文化祭 大野城市 大野城まどかぴあ

12月26日（月）～
28日（水） 大濠公園能楽堂子ども能楽教室 福岡市 大濠公園能楽堂

芸術体験講座 10月～12月 県内の小中学校および特別支援学校にて開催予定

特色ある県民文化
創造事業

10月1日（土）～
2日（日）

アクロス・クラシックふぇすた
2022 福岡市 アクロス福岡

11月12日（土） 第九を歌うバイ in たがわ
第 15回コンサート 田川市 田川文化センター

11月13日（日） 添田町オークホール薪能
新作能「はなぶさ英彦山」　【新規】 添田町 そえだ公民館

（オークホール）

11月27日（日）
九州管楽合奏団プレゼンツ
個性豊かな木管楽器の音の共演

～木管五重奏～
桂川町 桂川町住民センター

10月16日（日） 筑後川古代史フェスタ　【新規】 久留米市 久留米市シティプラザ
（Cボックス）

11月18日（金）
西日本オペラ協会

「コンセル・ピエール」
創立 60周年記念GALA【新規】

福岡市 アクロス福岡

12月4日（日） 「第九」コンサートむなかた 宗像市 宗像ユリックス
①12月4、11、18日（日） 
②12月24日（土）～25日（日）

ステージアートプロジェクト
Vol.2  『アマノオト』【新規】 福岡市 ①福岡市内スタジオ

②ぽんプラザホール

県主催事業

12月5日（月） ふくおか文化
ボランティアフォーラム 2022 福岡市 アクロス福岡

未定 福岡県文化賞贈呈式 福岡市 アクロス福岡

11月8日（火）～
1月15日（日）

2022ふくおか県
障がい児者美術展

福岡市
筑後市
嘉麻市
田川市
北九州市

福岡県庁
九州芸文館
嘉麻市立織田廣喜美術館
田川文化センター
アネックス市民ギャラ
リー

未定 ツナガルアートフェスティバル
FUKUOKA 未定 未定

さ  

な
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■ 令和４年度 芸術体験講座実施校(予定)

福岡市

久留米市

飯塚市

行橋市
春日市
大野城市
みやま市
須恵町
岡垣町
苅田町
築上町
県立

市町村名 芸 術 団 体 名学 校 名

小 呂 小 ・ 中
き ぼ う 中
三 宅 小
長 尾 小
当 仁 小
片 江 小
日 佐 小
水 縄 小
水 分 小
大 分 小
飯 塚 東 小
蓑 島 小
春 日 南 小
平 野 小
開 小
須 恵 第 二 小
戸 切 小
苅 田 中
西 角 田 小
小倉聴覚特別支援

講 座 名

音 楽
総合芸術
伝統芸能
ダ ン ス
伝統芸能
伝統芸能
総合芸術
伝統芸能
音 楽
演 劇
音 楽
音 楽
伝統芸能
音 楽
音 楽
伝統芸能
音 楽
伝統芸能
演 劇
伝統芸能

開催日

９月２２日（木）
９月２８日（水）
１１月３０日（水）
１１月３０日（水）
12月1日（木）
１２月６日（火）
１２月１５日（木）
１０月２４日（月）
１１月２９日（火）
１０月１９日（水）
１１月２日（水）
１１月１０日（木）
９月２０日（火）
９月１４日（水）
９月８日（木）
９月１４日（水）
１１月１１日（金）
１０月１３日（木）
１２月５日（月）
１０月２７日（木）

廣吉里歌子・広沢薫
Officeトゥルース
和楽団ジャパンマーベラス
シン・ダンシング・ブリーズ
和楽ユニット風絃
福岡大蔵会
ワールド・プレスフラワー協会福岡県支部
和楽団ジャパンマーベラス
ミュージック コンソート
劇団さんぽ
SION
ふれあいコンサート実行委員会
福岡大蔵会
福岡ホルンアンサンブル
福岡ホルンアンサンブル
福岡市能楽協議会
九州打楽器合奏団
子どもに能楽を勧める会
結実企画
山崎箜山・宮本直美

（注）開催日は、変更になる場合があります。

芸
術
体
験
講
座

芸
術
体
験
講
座

芸
術
体
験
講
座

九州打楽器合奏団が指導

ワールド・プレスフラワー協会が指導

に
沿
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
工
夫
し
て
実
施
す
る
。

　
芸
術
体
験
講
座
は
平
成
17
年
度
か
ら
県

内
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
24
年
度
か
ら
は
特
別
支
援

学
校
も
加
わ
っ
た
。
県
内
で
活
躍
す
る
プ

ロ
芸
術
家
の
26
集
団
・
個
人
の
登
録
を
受

け
、
学
校
側
の
要
請
に
応
じ
て
派
遣
し
て

い
る
。
こ
の
18
年
間
に
累
計
4
7
3
校
で

実
施
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
学
校
に
派

遣
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
真
の
芸
術
を

体
験
さ
せ
る
「
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭

2
0
2
2
芸
術
体
験
講
座
」
は
、
今
年
で

18
回
を
数
え
、
県
内
の
小
・
中
学
校
、
特

別
支
援
学
校
20
校
で
行
う
。

　
ジ
ャ
ン
ル
は
邦
楽
、
伝
統
芸
能
、
ダ
ン

ス
、
音
楽
、
演
劇
、
総
合
芸
術
な
ど
、
17

の
プ
ロ
集
団
が
参
加
す
る
。

　
昨
年
同
様
今
回
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン



－10－

【
俳
誌
名
五
十
音
順
】

「
青
嶺
」
主
宰
　
岸
原
清
行

「
青
嶺
」
は
平
成
十
三
年
、「
地
平
」
継
承
。

師
系
は
野
見
山
朱
鳥
、
児
玉
南
草
。
岸
原
は
現

在
、
県
俳
句
協
会
顧
問
、（
社
）
俳
人
協
会
評

議
員
を
務
め
る
。

海
猫
鳴
く
や
砂
州
が
生
み
た
る
博
多
湾

星

合

ひ
の

神
へ
誘

ふ

竹

灯

籠

金

印
の

謎

な

ほ

深

し

天
の

川

金
印
の
謎

「
冬
野
」
主
宰
　
持
永
真
理
子

「
冬
野
」
は
、
大
正
十
二
年
創
刊
。
令
和
三
年

二
月
、
五
代
目
の
主
宰
継
承
。
師
系
・
高
濱
虚
子
、

高
濱
年
尾
、
稲
畑
汀
子
、
稲
畑
廣
太
郎
。

花
鳥
諷
詠
を
信
条
に
面
白
み
の
あ
る
句
を
目
指

し
た
い
。

「
さ
わ
ら
び
」
主
宰
　
介
弘
紀
子

昭
和
二
十
二
年
、
川
上
朴
史
が
大
牟
田
で
創
刊
。

平
成
三
十
年
第
四
代
主
宰
と
な
る
。
師
系
は
、

稲
畑
汀
子
、
稲
畑
廣
太
郎
。
客
観
写
生
、
花
鳥

諷
詠
を
理
念
と
す
る
。
（
公
・
社
）
日
本
伝
統

俳
句
協
会
理
事
。

「
光
円
」
主
宰
　
服
部
た
か
子

「
光
円
」
は
「
円
」
終
刊
を
継
ぎ
平
成
二
十
年

七
月
、
田
代
朝
子
の
下
に
創
刊
。
二
十
七
年
主

宰
交
代
。
師
系
は
岡
部
六
弥
太
。
自
然
と
人
と

の
交
響
を
詠
む
。

夜

濯

は
一
人
の

世

界

看

取

妻

顔
見
知
り
に
て
名
は
知
ら
ぬ
夜
釣
人

甚
平
の
年
齢
詐
称
ば
れ
た
る
も

「
天
籟
通
信
」
代
表
　
福
本
弘
明

昭
和
四
十
年
、
穴
井
太
が
北
九
州
市
で
創
刊
。

高
く
遊
ぶ
こ
と
を
旨
と
し
、
自
由
で
個
性
豊
か

な
集
団
を
目
指
す
月
刊
同
人
誌
。

「
玄
海
」
主
宰
　
大
石
靖
子

「
玄
海
」
は
平
成
六
年
、
小
島
隆
保
が
博
多
で

創
刊
。
師
系
は
高
濱
虚
子
、
高
濱
年
尾
、
稲
畑

汀
子
、
稲
畑
廣
太
郎
。
花
鳥
諷
詠
の
理
念
を
現

代
の
視
点
で
問
い
続
け
る
。
平
成
二
十
八
年
三

代
目
主
宰
と
な
る
。

「
自
鳴
鐘
」
主
宰
　
寺
井
谷
子

「
自
鳴
鐘
」
は
、
昭
和
十
二
年
横
山
白
虹
に
よ

り
創
刊
、
二
十
三
年
に
復
刊
。
平
成
十
九
年
横

山
房
子
逝
去
に
よ
り
主
宰
継
承
。
現
代
俳
句
協

会
副
会
長
を
務
め
る
。

蜘
蛛
の
囲
に
掛
か
つ
て
を
り
し
朝
の
虹

た
た
な
は
る
万
緑
の
果
て
海
光
る

空
も
色
失
ふ
ほ
ど
の
酷
暑
か
な

酷
　
暑

樹
の
上
が
好
き
な
子
だ
っ
た
秋
入
日

九
月
の
空
黒
板
消
し
が
叩
か
れ
る

真
面
目
に
も
程
が
あ
る
な
り
十
三
夜

黒
板
消
し

山
笠
の
博
多
の
こ
こ
ろ
戻
り
け
り

追
山
笠
や
三
年
分
の
あ
か
と
き
に

神

々
の

奏

づ
る

夏

越
の

祓

に

神
々
の
奏
づ
る

甚
　
平

幸
ひ
住
む
山
は
あ
ち
ら
か
明
易
し

色
あ
ら
ば
何
色
な
ら
む
熱
帯
夜

く
す
ぐ
り
の
木
を
く
す
ぐ
り
て
風
丸
し

く
す
ぐ
り
の
木

緑
さ
す

【
俳
誌
名
五
十
音
順
】

病
室
に
亡
夫
と
の
写
真
緑
さ
す

リ
ハ
ビ
リ
の
歩
行
を
今
日
も
緑
さ
す

原
稿
・
句
集
ベ
ッ
ド
に
小
積
み
梅
雨
の
月

ご
　
め
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富
有
柿
が
色
を
深
め
ゆ
く
耳
納
路
の
無
人
の
駅
舎
に
憩
い
て
い
た
り

ス
ト
ー
ブ
に
薪
の
火
ピ
シ
リ
と
爆
ず
る
音
か
ん
か
け
峠
に
雪
は
降
る
ら
む

近
よ
れ
ば
瞳
を
縦
に
細
く
し
て
わ
れ
を
疑
ふ
猫
う
つ
く
し
き

矢
部
川
の
光
の
中
の
子
供
た
ち
は
し
や
い
だ
声
が
川
面
に
跳
ね
る

庭
の
辺
に
小
さ
き
虹
を
た
た
し
め
て
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
花
に
水
や
る

楓
樹
の
一
木
映
え
る
厭
離
庵
定
家
の
塚
に
散
れ
る
紅
葉
葉

「
夏
期
講
座
」
募
集
の
旗
を
新
し
く
再
起
を
か
け
て
高
く
立
て
た
り

間
延
び
せ
る
鴉
の
声
を
聞
き
て
お
り
姉
の
葬
儀
を
終
え
た
る
夕
べ

騒
音
の
み
な
ぎ
る
夏
の
交
差
点
わ
た
る
人
ら
の
影
あ
は
あ
は
し

終
り
ゆ
く
夏
の
ひ
と
日
の
夕
ぐ
れ
の
心
づ
く
し
の
か
な
か
な
の
こ
ゑ

古
賀
　
信
之

「
や
ま
な
み
」

中
村
　
仁
彦

「
コ
ス
モ
ス
」

中
尾
　
保
江

「
と
な
み
」

大
内
マ
ツ
ノ

「
八
雁
」

三
輪
　
良
子

「
心
の
花
」

ま
き
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ふ
る
さ
と
文
化
誌 

11

ふ
る
さ
と
文
化
誌 

11

ふ
る
さ
と
文
化
誌 

11

『
豊
前
い
に
し
え
の
旅
』

日　程 テ ー マ 講　　師 テ ー マ
（講師：疋田啓佑）

　
県
文
連
刊
行
ふ
る
さ
と
文
化
誌
第

11
弾
は
『
豊
前
い
に
し
え
の
旅
』
で
、

6
月
に
豊
前
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
編
纂
委
員
会
を
開
き
、
来
年

3
月
発
行
を
目
標
に
執
筆
、
編
集
作

業
に
入
っ
た
。

　
編
纂
委
員
会
は
、
河
村
哲
夫
県
文

連
顧
問
を
会
長
に
、
栗
焼
憲
児
館
長

ら
求
菩
提
資
料
館
、
豊
前
市
、
同
市

芸
文
協
、
同
市
文
化
協
会
で
編
成
し

て
い
る
。

　
豊
前
市
は
、
旧
築
上
郡
中
心
部
の

9
町
村
が
合
併
し
て
、
昭
和
30
年

（
1
9
5
5
）
に
発
足
し
た
県
内
19
番

目
の
市
。
内
陸
は
求
菩
提
山
に
古
く

か
ら
栄
え
た
修
験
道
の
里
、
と
い
う

顔
と
、
周
防
灘
に
面
し
て
宇
島
港
を

持
ち
、
国
道
10
号
、
日
豊
本
線
が
走

る
海
陸
双
方
の
交
通
の
要
衝
と
い
う

二
様
の
顔
を
持
つ
。

　
『
豊
前
い
に
し
え
の
旅
』
は
、
神
話

の
世
界
を
含
む
原
始
・
古
代
か
ら
幕

末
・
明
治
と
い
に
し
え
を
旅
し
て
、

今
日
の
豊
前
に
た
ど
り
着
き
、
現
代

を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

　
県
文
連
刊
ふ
る
さ
と
文
化
誌
は
、

定
価
が
ワ
ン
コ
イ
ン
の
5
0
0
円
で
、

郷
土
を
知
る
手
ご
ろ
な
冊
子
で
、
学

校
の
副
読
本
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

１０月２０日 (木)

１１月１７日 (木)

１２月１５日 (木)

1月１９日 (木)

２月１６日 (木)

３月１６日 (木)

学問・医学伝播の道
秋月街道・日田街道 百姓の艱難…

兵甲なる者は…

費やす所、
德に過ぐるは…

猛獣、山林に処れば…

君は臣の器を知りて…

幕末志士
国事周旋・九州遊学の旅

第二次長州戦争と
九州諸藩の動向

吉田松陰の
柳川・肥前歴訪

第一次長州戦争と
九州諸藩の動向

日本経済大学経済学部  
教授 竹川 克幸

久留米大学　　　　
教授 吉田 洋一

福岡県文化団体連合会
　顧問 河村 哲夫

福岡県文化団体連合会
　 顧問 河村 哲夫

福岡県文化団体連合会
　 顧問 河村 哲夫

貞観政要を読む
アクロス福岡2階セミナー室

10:30～12:00

街道と旅 文化のクロスロードを行く
アクロス福岡２階セミナー室

13:00～14:30

令和５年

自ら謙恭にして…

海の道を行く
朝鮮通信使

北九州市立自然史・歴史博物館
学芸員 守友　 隆

文
化
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
を
行
く
」
が

テ
ー
マ
の
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座

を
行
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
講
義
は
90
分
。
受
講
料

は
各
回
１
、０
０
０
円
。
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
県
文
連
事
務
局
へ
。

電 

話 

（
0
9
2
）
6
4
3
｜
2
8
7
5

Ｆａ
ｘ  （
0
9
2
）
6
4
3
｜
2
8
7
6

　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で
開
催
中
の
県
民

文
化
大
学
と
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講

座
は
後
半
に
入
り
ま
す
。

　
毎
月
第
3
木
曜
日
が
講
義
日
で
、

午
前
10
時
30
分
か
ら
「『
貞
観
政
要
』

を
読
む
理
想
の
政
治
を
求
め
て
」
と

題
し
た
県
民
文
化
大
学
を
開
講
、

午
後
1
時
か
ら
は
「
街
道
と
旅　

修
験
の
里
、海
陸
交
通
の
要

「久留米まち物語」を原口久留米市長に
寄贈する宇田川理事長

県民文化大学・ふるさと文化講座 後半へ
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舞台の一場面

　
大
正
14
年
、
日
本
初
の
訪
欧
飛
行
を

や
っ
て
の
け
た
北
九
州
市
出
身
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
描
い
た
劇
団
青
春
座
の
演
劇

『
空
翔
け
る
虎
』
の
誕
生
に
は
、
県
文
連

顧
問
の
井
生
定
巳
、
是
澤
清
一
両
氏
の
連

携
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
3
年

前
、
2
0
1
9

年
6
月
の
県
文

連
定
期
理
事
会

後
の
交
流
会
で

二
人
が
テ
ー
ブ

ル
を
共
に
し
た

の
に
始
ま
る
。

　
当
時
、
青
春

座
代
表
だ
っ
た

井
生
さ
ん
が
郷

土
シ
リ
ー
ズ
の
演
劇
素
材
を
探
し
て
い

る
、
と
語
っ
た
の
に
、
是
澤
さ
ん
が
「
大

正
時
代
に
ロ
ー
マ
ま
で
飛
ん
だ
男
が
い
ま

す
ね
」。
井
生
さ
ん
に
は
初
耳
で
「
詳
し

く
教
え
て
」
と
頼
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
。

　
こ
の
男
性
は
、
現
在
の
北
九
州
市
小
倉

南
区
道
原
出
身
の
河
内
一
彦
（
1
9
0
1

〜
4
5
）。
大
正
10
年
、
陸
軍
航
空
学
校

に
入
校
。
一
等
飛
行
機
操
縦
士
に
昇
格
し

た
後
、
12
年
に
は
大

阪
朝
日
新
聞
（
現
・

朝
日
新
聞
）
航
空
部

に
入
社
す
る
。

　
欧
州
飛
行
は
大
正

14
年
（
1
9
2
5
）

の
こ
と
。「
民
間
で

は
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

海
外
親
善
飛
行
を
」

と
社
内
で
挑
戦
計
画

が
持
ち
上
が
り
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
一
人
に

河
内
が
選
ば
れ
た
の
だ
。

　
是
澤
さ
ん
の
資
料
を
受
け
た
井
生
さ
ん

は
、「
若
戸
大
橋
物
語
」
な
ど
を
書
い
て

く
れ
た
脚
本
家
の
葉
月
け
め
こ
さ
ん
に
脚

本
を
頼
み
、
田
川
市
美
術
館
長
で
画
家
の

是
澤
さ
ん
に
は
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
を
依
頼

し
た
。

　
そ
し
て
『
空
翔
け
る
虎　
河
内
一
彦
、

日
本
初
の
訪
欧
大
飛
行
へ
』
は
、
昨
年
5

月
29
、
30
の
両
日
、
北
九
州
芸
術
劇
場
中

劇
場
で
上
演
さ
れ
た
。

　
河
内
の
操
縦
す
る
プ
ロ
ペ
ラ
機
「
東
風

（
こ
ち
か
ぜ
）号
」と
僚
機「
初
風
号
」は
、

大
正
14
年
7
月
25
日
、
東
京
か
ら
飛
び
立

ち
、
モ
ス
ク
ワ
、
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
、
ロ

ン
ド
ン
を
経
て
、
10
月
27
日
ロ
ー
マ
に
達

す
る
が
、
舞
台
は
ラ
イ
バ
ル
飛
行
士
や
幼

馴
染
と
の
友
情
も
交
え
、
苦
難
を
乗
り
越

え
て
、
飛
び
立
つ
ま
で
を
描
い
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
を
飾
る「
東
風
号
」「
初
風
号
」

の
雄
姿
は
是
澤
さ
ん
の
作
品
。

　
井
生
さ
ん
は
、
そ
の
間
に
負
傷
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
青
春
座
代
表
を
退
い
て
お

り
、『
空
翔
け
る
虎
』
は
後
任
の
和
田
正

人
代
表
の
下
で
完
成
し
た
。

　
公
演
は
、
コ
ロ
ナ
休
演
が
続
い
た
反
動

も
あ
っ
て
大
盛
況
だ
っ
た
。
当
日
、
河
内

が
故
郷
近
く
の
西
大
野
神
社
に
寄
進
し
た

木
製
プ
ロ
ペ
ラ
も
地
元
の
若
者
た
ち
が
持

ち
込
ん
で
、
観
客
を
感
激
さ
せ
た
。

井
生
・
是
澤
連
携  

演
劇『
空
翔
け
る
虎
』

青
春
座
演
劇

『
空
翔
け
る
虎
』

井生 定巳さん是澤 清一さん
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勢ぞろい150人　手前が筆者

「水城村地勢の歌」パネル

　
私
た
ち
太
宰
府
の
「
辰
山
会
」
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
「
時
の
記
念
日

の
行
事
」
を
令
和
4
年
の
今
年
、
3
年
ぶ

り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
会
場
の
都
府
楼
跡
（
大
宰
府
政
庁
跡
）

周
辺
に
の
ぼ
り
を
数
本
立
て
た
だ
け
で
、

例
年
な
ら
2
0
0
通
の
案
内
ハ
ガ
キ
は
自

粛
し
て
お
り
、多
く
の
参
加
は
見
込
め
ず
、

私
は「
ま
あ
良
く
て
30
人
止
ま
り
」と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
会
長
の
川
口
豊
治
は
「
い

や
い
や
、
も
っ
と
集
ま
る
よ
」
と
な
ぜ

か
楽
観
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
6
月
10
日
午
前
6
時
10
分
、
フ

タ
を
開
け
て
び
っ
く
り
。
続
々
と
人
が
集

ま
っ
て
、
た
ち
ま
ち
1
5
0
人
に
膨
れ
上

が
っ
た
の
で
す
。
小
学
生
と
先
生
た
ち
、

学
校
と
地
域
を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
、
そ
れ
に
毎
回
来
て
く
れ
る
常

連
の
顔
。
テ
レ
ビ
の
ク
ル
ー
が「
大
成
功
」

と
伝
え
て
く
れ
る
盛
況
で
し
た
。
↑

↓
「
時
の
記
念
日
」
は
天
智
天
皇
が

6
7
1
年
、
近
江
大
津
宮
に
「
漏
刻
」
と

呼
ば
れ
る
水
時
計
を
設
け
た
4
月
25
日
が

新
暦
で
は
6
月
10
日
に
当
た
る
と
い
う
こ

と
で
、
大
正
10
年
（
1
9
2
1
）、
東
京

天
文
台
な
ど
の
提
唱
で
始
ま
っ
た
そ
う
で

す
。
各
地
で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
太
宰

府
で
は
、
奈
良
時
代
に
漏
刻
が
あ
っ
た
と

い
う
「
辰
山
」（
現
「
月
山
」）
を
望
む
都

府
楼
跡
が
会
場
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
昭
和
12
年
（
1
9
3
7
）
の
水
城
尋
常

高
等
小
学
校
（
現・水
城
小
学
校
）
刊
『
郷

土
読
本
』
に
、
子
ど
も
た
ち
が
時
計
は
持

た
ず
に
集
落
ご
と
に
早
朝
決
め
ら
れ
た
時

間
に
都
府
楼
跡
に
集
合
す
る
行
事
内
容
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
決
め
ら
れ
た
時
間
に
ぴ
っ
た
り
、
の
緊

張
感
は
、
昭
和
22
年
、
新
制
の
水
城
小
学

校
に
一
緒
に
入
学
し
た
川
口
も
私
も
鮮
や

か
に
覚
え
て
い
ま
す
。
前
日
の
夕
方
、
他

の
集
落
に
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
こ
っ
そ

り
、
上
級
生
の
先
導
で
時
間
ぴ
っ
た
り
の

練
習
を
し
た
も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
る

と
、地
域
の
伝
統
行
事
は
急
速
に
失
わ
れ
、

太
宰
府
の
「
時
の
記
念
日
」
の
行
事
も
昭

和
40
年
代
ま
で
で
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

　
そ
れ
が
平
成
元
年
（
1
9
8
9
）、
復

活
し
た
の
で
す
。
水
城
尋
常
高
等
小
学
校

教
員
か
ら
、
中
学
、
高
校
を
歴
任
さ
れ
た

城
戸
満
先
生
が
、
そ
の
復
活
に
後
半
生
を

懸
け
、
元
市
長
や
市
議
な
ど
有
力
者
に
働

き
か
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　
私
も
ま
だ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
の
現
役
だ
っ

た
頃
で
、
休
日
に
御
笠
川
で
フ
ナ
釣
り
し

て
い
た
と
こ
ろ
に
先
生
が
見
え
「
記
念
日

再
興
に
協
力
を
」
と
熱
心
に
説
か
れ
ま
し

た
。
の
ち
に
ス
タ
ジ
オ
番
組
に
出
て
も
ら

よ
み
が
え
る

太
宰
府「
時
の
記
念
日
の
行
事
」

「
辰
山
会
」事
務
局
　
髙
瀬
昭
登

6
月
10
日
6
時
10
分
、1
5
0
人

漏
刻
の
辰
山
望
む
都
府
楼

後
半
生
か
け
た
城
戸
先
生

と
き
や
ま

ろ
う
こ
く

と   

ふ 

ろ
う
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続々記名する参加者たち

記念グッズ

い
「
悠
久
の
歴
史
を
紐
解
く
行
事
の
復
活

を
」
と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
で
も
、
せ
っ
か
く
復
活
し
た
の
に

2
0
0
9
年
、
先
生
が
亡
く
な
る
と
、
ま

た
、
取
り
止
め
話
が
…
。
そ
こ
へ
当
時
の

井
上
保
廣
市
長
（
故
人
）
か
ら
「
こ
こ
で

止
め
た
ら
も
う
復
活
は
で
き
な
い
…
」と
、

踏
ん
張
り
を
求
め
る
手
紙
が
届
き
ま
し

た
。

　
気
を
取
り
直
し
て
、
ま
ず
学
校
や
地
域

の
協
力
を
い
た
だ
け
る
態
勢
づ
く
り
に
努

め
ま
し
た
。
水
城
小
を
は
じ
め
学
校
で
は

「
地
域
で
学
び
、
地
域
で
育
て
る
」
と
い

う
理
念
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

活
動
」
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
史
跡
で
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、〝
一

日
歴
史
ガ
イ
ド
〞
を
立
派
に
務
め
ま
す
。

「
さ
く
ら
ル
ー
ム
」
と
名
付
け
た
地
域
交

流
室
で
は
、
消
し
ゴ
ム
作
家
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
水
城
跡
の
ク
ス
の
間
伐
材
を
使
っ
た

「
時
の
記
念
日
」
グ
ッ
ズ
を
こ
し
ら
え
て

く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
様
子
が
テ
レ
ビ
放

映
さ
れ
た
の
も
幸
い
で
し
た
。

　
私
た
ち
辰
山
会
を
狂
喜
さ
せ
た
今
回
の

盛
況
は
、
こ
の
よ
う
に
学
校
や
地
域
が
一

丸
と
な
っ
た
協
力
の
賜
物
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
時
の
記
念
日
」
の
行
事
は
2
0
1
1

年
、
太
宰
府
市
民
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
市
民
の
力
で
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く

の
で
す
。
参
加
者
に
5
0
0
円
の
カ
ン
パ

を
お
願
い
す
る
の
は
案
内
ハ
ガ
キ
、
パ
ン

フ
印
刷
、
お
茶
代
な
ど
維
持
運
営
の
た
め

で
す
。

　
当
日
は
、
み
ん
な
で
『
時
の
記
念
日
の

歌
』、
学
業
院
中
学
校
創
立
の
恩
人
『
宮

村
翁
を
讃
え
る
歌
』、
さ
ら
に
『
水
城
村

の
地
勢
・
度
量
衡
の
歌
』
の
3
曲
を
歌
い

ま
す
。

　
〽
千
幾
年
の
辰
山
に　
偲
ぶ
帝
の
水
時

計　
流
れ
も
清
き
白
川
の　
弛
ま
ぬ
心　

心
し
て
（『
時
の
記
念
日
の
歌
』
2
番
）

こ
れ
に
、
日
舞
や
民
話
の
紙
芝
居
上
演
を

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
は

中
止
し
ま
し
た
が
、
時
の
記
念
日
百
周
年

の
年
で
し
た
。
東
経
1
3
5
度
の
子
午
線

が
通
る
日
本
標
準
時
の
明
石
市
か
ら
、
時

の
記
念
日
交
流
の
呼
び
か
け
を
受
け
ま
し

た
。
歌
の
ビ
デ
オ
を
送
り
ま
し
た
。

　
こ
う
な
る
と
太
宰
府
の
「
時
の
記
念
日

行
事
」
も
ロ
ー
カ
ル
か
ら
全
国
区
へ
。
市

民
の
力
を
合
わ
せ
て
、
守
り
続
け
た
い
も

の
で
す
。

　
た
か
せ
・
あ
き
と　
県
文
連
監
事
、
前

常
任
理
事
、
前
太
宰
府
市
文
化
協
会
会
長

　
令
和
4
年
度
の
地
域
文
化
芸
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
＆
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
10
月
13
日
午

後
、吉
塚
合
同
庁
舎
3
階
研
修
室
で
開
く
。

　
今
回
も
鳥
丸
聡
長
崎
県
立
大
学
教
授
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
、
地
域
別
、
分
野

別
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
や
文
化
行
政
担
当

者
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
パ
ネ
リ
ス
ト
が

討
論
を
繰
り
広
げ
る
。

　
第
1
部
地
域
文
化
芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
「
文
化
・
芸
術
を
つ
な
ぐ　
伝
え
る
」

が
テ
ー
マ
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
宗
家
藤
間
流

九
州
代
表
藤
間
三
富
氏
、
新
宮
町
文
化
協

会
会
長
林
陽
子
氏
。

　
第
2
部
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
の

意
見
交
換
で
、
鳥
丸
教
授
が
進
行
役
を
務

め
、
議
論
を
総
括
す
る
。

地
域
文
化
芸
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
＆

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

10
月
13
日
開
催
「
文
化
・
芸
術
を
つ
な
ぐ 

伝
え
る
」

学
校
・
地
域
の
一
丸
協
力
で

「
市
民
遺
産
」で
守
り
発
展
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天神文化塾　テーマ「北原白秋」

北
原
白
秋
没
後
80
年 

九
響
、地
元
合
唱
団

福
岡
文
化
連
盟
が「
天
神
文
化
塾
」開
講
中

柳 川初演柳 川初演柳 川初演柳 川初演
「 海 道 東 征 」「 海 道 東 征 」

　
多
士
済
々
―
。
福
岡
文
化
連
盟
の
特
徴

を
一
言
に
す
る
と
、
こ
れ
が
一
番
し
っ
く

り
く
る
。
美
術
、
音
楽
、
文
芸
か
ら
伝
統

芸
能
ま
で
、大
勢
の
「
先
生
」
や
「
宗
匠
」

が
個
人
で
参
加
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
よ

う
な
団
体
は
、
県
文
連
の
な
か
で
も
珍
し

い
だ
ろ
う
。
せ
っ
か
く
の
人
材
の
宝
庫
を

活
か
さ
な
い
手
は
な
い
と
、
本
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
の
が「
天
神
文
化
塾
」だ
。

　
毎
月
第
３
木
曜
午
後
6
時
半
か
ら
8
時

ま
で
、
世
代
と
ジ
ャ
ン
ル
を
微
妙
に
ず
ら

し
た
講
師
3
人
を
選
び
、
聴
講
者
の
前
で

ト
ー
ク
し
て
も
ら
う
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
毎
回
、
歌
人
の
桜
川
冴
子
さ
ん
に

お
願
い
し
て
い
る
。

　
初
回
（
4
月
21
日
）
は
漫
画
家
の
長
谷

川
法
世
さ
ん
、
博
多
人
形
師
の
中
村
信
喬

さ
ん
、
そ
の
跡
取
り
で
若
手
の
ホ
ー
プ
中

村
弘
峰
さ
ん
に
「
博
多
に
生
ま
れ
て
」
を

テ
ー
マ
に
話
し
て
も
ら
っ
た
。ち
ょ
う
ど
、

3
人
と
も
縁
浅
か
ら
ぬ
博
多
祇
園
山
笠
の

3
年
ぶ
り
「
舁
き
山
」
実
施
が
決
ま
っ
た

ば
か
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。
山
笠
を
舁
く
魅

了
を
問
わ
れ
た
法
世
さ
ん
が
「
ナ
ウ
マ
ン

象
を
み
ん
な
で
追
っ
か
け
る
楽
し
さ
か
な

あ
」
と
つ
ぶ
や
き
、
会
場
が
爆
笑
し
た
の

が
印
象
的
だ
っ
た
。
ト
ー
ク
だ
け
で
は
な

い
。「
和
洋
音
楽
談
義
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
第
3
回
（
6
月
16
日
）
は
米
村
旭
翔
さ

ん（
筑
前
琵
琶
）、杵
屋
佐
和
十
郎
さ
ん（
長

唄
三
味
線
）、
原
田
麻
由
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

を
招
き
、
全
員
が
演
奏
し
た
。
お
客
さ
ん

の
つ
も
り
で
来
た
会
員
が
飛
び
入
り
参
加

す
る
楽
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
ま
で
あ
っ
た
。

　
開
講
に
あ
た
り
、「
平
日
夜
」「
天
神
」

と
い
う
日
時
と
場
所
に
は
こ
だ
わ
っ
た
。

仕
事
や
学
校
の
帰
り
、
誰
で
も
ふ
ら
り
と

気
軽
に
寄
れ
る
、
そ
ん
な
場
に
し
た
か
っ

た
か
ら
だ
。
予
約
な
し
で
も
Ｏ
Ｋ
で
、
聴

講
料
は
1
0
0
0
円
（
福
岡
文
化
連
盟
の

会
員
は
無
料
）。
9
月
15
日
以
降
の
会
場

は
エ
ル
ガ
ー
ラ
オ
フ
ィ
ス
棟
6
階
の
久
留

米
大
学
福
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
。
半
年
運
営
し

て
感
じ
た
の
は
、「
芸
談
」
は
、
話
す
本

人
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
面
白
い
と
い
う

こ
と
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
文
化
連
盟

　
　
　
0
9
2
（
7
1
1
）
5
5
8
5

　
写
真
は
「
北
原
白
秋
」
を
テ
ー
マ
に
話

し
た
8
月
18
日
の
天
神
文
化
塾
。
左
か
ら

演
出
家
の
田
中
は
く
ど
う
、
女
優
の
大
國

千
緒
奈
、
歌
人
の
小
田
鮎
子
、
桜
川
冴
子

の
各
氏

文
責
：
北
里
晋
（
事
務
局
長
）

「
芸
談
」は
面
白
い

　
北
原
白
秋
が
最
晩
年
の
昭
和
14
年

（
1
9
3
9
）に
書
き
上
げ
た
長
編
詩『
海

道
東
征
』
の
交
声
曲
（
信
時
潔
作
曲
）
が
、

12
月
4
日
、
柳
川
市
民
会
館
水
都
や
な
が

わ
白
秋
ホ
ー
ル
で
演
奏
さ
れ
る
。

　
柳
川
で
は
初
め
て
の
演
奏
で
、
同
演
奏

会
実
行
委
員
会
（
会
長
・
立
花
民
雄
柳
川

市
文
化
協
会
会
長
）
が
、
白
秋
没
後
80
年

で
企
画
し
た
。

↑

↓
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米村さんと宝満山修験道の皆さん

團
伊
玖
磨
合
唱
組
曲

『
筑
後
川
』も

中
村
旭
園
追
悼
演
奏
会

ビ
デ
オ
で
生
前
の
演
奏
も

交聲曲交聲曲

柳 川初演柳 川初演柳 川初演柳 川初演
「 海 道 東 征 」「 海 道 東 征 」

　
昨
年
1
月
、
亡
く
な
っ
た
中
村
旭
園

さ
ん
を
追
悼
す
る
筑
前
琵
琶
福
岡
旭
会

の
演
奏
会
が
8
月
28
日
、
大
濠
公
園
能

楽
堂
で
行
わ
れ
た
。

　
演
奏
会
は
旭
園
さ
ん
作
曲
の
曲
目
を

中
心
に
編
成
。
最
初
の
曲
は
、
筑
前
琵

琶
の
流
祖
玄
清
法
印
を
讃
え
て
旭
園
さ

ん
が
作
曲
、
1
9
6
4
年
に
県
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
玄
清
法
流
琵
琶

法
楽
」
で
、
梶
谷
隆
幸
さ
ん
ら
僧
侶
5
人

が
演
奏
し
た
。

　
次
は
、
会
長
の
米
村
旭
翔
さ
ん
が
、

宝
満
山
修
験
道
の
山
伏
3
人
の
ほ
ら
貝

と
共
演
で
「
竈
門
山
」
の
演
奏
。
竈
門

神
社
外
で
披
露
さ
れ
る
の
は
こ
れ
が
初

め
て
、
と
い
う
。

　
圧
巻
は
、
旭
園
さ
ん
演
奏
の
ビ
デ
オ

上
映
。
2
0
0
6
年
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡

円
形
ホ
ー
ル
で
「
義
士
の
本
懐
」
を
力

強
く
演
じ
切
っ
て
い
る
。

　
こ
の
後
「
名
犬
一
文
字
」、「
俊
寛
〜

足
摺
の
場
」「
貧
女
の
一
燈
」
が
続
き
、

最
後
に
米
村
さ
ん
ら
5
人
が
「
天
の
羽

衣
」
を
披
露
し
て
終
演
し
た
。

　
中
村
旭
園
さ
ん
は
、
1
9
1
7
年
生

ま
れ
、
2
0
2
1
年
1
月
、
1
0
4
歳

で
死
去
。
勲
五
等
瑞
宝
章
、
西
日
本
文

化
賞
な
ど
。
2
0
1
2
年
に
福
岡
市
無

形
文
化
財
指
定
筑
前
琵
琶
保
持
者

に
認
定
。

　
当
日
は
、『
海
道
東
征
』
に
先
だ
ち
、

第
一
部
で
丸
山
豊
作
詞
、
團
伊
久
磨
作

曲
の
混
声
合
唱
組
曲
『
筑
後
川
』
を
演

奏
す
る
。

　
現
田
茂
夫
指
揮
で
、
管
弦
楽
は
九
州

交
響
楽
団
。
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ

ノ
ー
ル
、
バ
リ
ト
ン
の
ソ
リ
ス
ト
5
人

が
出
演
す
る
。
コ
ー
ラ
ス
は
、
筑
後
川

流
域
コ
ン
サ
ー
ト
合
唱
団
、
柳
川
海
道

東
征
合
唱
団
の
計
約
1
2
0
人
。

　
最
晩
年
の
白
秋
は
、
失
明
状
態
に
な

り
、
口
述
で
『
海
道
東
征
』
を
創
作
。

記
紀
を
基
に
日
本
の
始
ま
り
を
描
く
一

大
叙
事
詩
に
仕
上
げ
た
。
こ
れ
で
福
岡

日
日
新
聞
（
現
・
西
日
本
新
聞
）
文
化

賞
を
受
賞
。
42
年
没
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
1
階
席
4
千
円
、
2
階

席
3
千
円
。
問
い
合
わ
せ
は
0
8
0

－

7
9
8
6

－

9
3
1
3
末
永
ま
で
。

立
花
民
雄
実
行
委
員
長
の
話

　
『
海
道
東
征
』
は
皇
紀
2
6
0
0
年

祝
賀
で
作
ら
れ
た
経
緯
か
ら
戦
後
は
敬

遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
近
年
、
優
れ
た

音
楽
作
品
と
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
白

秋
の
里
と
し
て
も
、
ふ
る
さ
と
の
曲
と

し
て
、
大
切
に
歌
い
継
い
で
い
き
た
い
。

↑

↓
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ウクライナ留学生と西川五郎さん

阿比留初見さん

日
舞
で
国
際
交
流「
鯉
の
会
」

　
今
年
が

37
回
目
に

な
る
国
際

文
化
交
流

日
本
舞
踊

の
会
「
鯉

の
会
」
は
、

戦
火
を
逃

れ
て
来
福
、

日
本
経
済

大
学
に
学
ぶ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
留
学
生
が
主

役
。
11
月
3
日
、
大
濠
公
園
能
楽
堂
で
、

ほ
ぼ
半
年
で
覚
え
た
日
本
舞
踊
を
披
露

す
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
留
学
生
は
、
2
月
24
日

の
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
が
始
ま
っ
て
以

来
、
4
月
に
か
け
て
相
次
ぎ
来
日
。
同

大
学
は
約
40
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

「
鯉
の
会
」
を
運
営
す
る
舞
踊
家
、
西
川

五
郎
さ
ん
（
県
文
連
特
別
個
人
会
員
）

が
大
学
の
協
力
を
得
て
、
日
舞
習
得
の

希
望
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
女
子
学
生
8

人
が
決
ま
っ
た
。

　
発
表
会
で
は
、
8
人
が
、
短
期
間
な
が

ら
懸
命
に
学
ん
だ
「
今
様
さ
く
ら
」
を
舞

う
。
こ
れ
に
西
川
さ
ん
が
常
磐
津「
松
島
」

を
披
露
す
る
。

　
西
川
さ
ん
は
「
鯉
の
会
は
37
年
間
、
諸

外
国
の
留
学
生
千
人
以
上
に
日
舞
を
通
し

て
交
流
し
て
き
た
。
今
回
は
戦
禍
を
逃
れ

て
新
天
地
を
求
め
て
き
た
皆
さ
ん
で
、
日

本
を
知
ろ
う
、
馴
染
も
う
と
い
う
真
剣
さ

に
打
た
れ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
当
日
は
、留
学
生
と
入
場
者
と
の
対
話
、

交
流
の
場
も
設
け
る
、
と
い
う
。

　
入
場
整
理
券
（
無
料
）
は
鯉
の
会
事
務

局
（
0
9
0

－

3
7
3
2

－

4
9
9
6
）

で
取
り
扱

い
中
。

　
前
・
県
俳
句
協
会
長
で
句
誌
「
冬
野
」

名
誉
主
宰
の
阿
比
留
初
見
さ
ん
が
、
米
寿

を
迎
え
た
の
を
記
念
に
句
集
『
波
濤
』
を

発
行
し
た
。

　
阿
比
留
さ
ん
は
、
長
崎
県
対
馬
出
身
。

「
人
間
、
生
涯
故
郷
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も

の
の
よ
う
で
」
と
、
今
回
は
、
荒
波
に
も

ま
れ
て
き
た
生
涯
を
思
い
つ

つ
、
丘
に
登
っ
て
茜
か
ら
初
日
、

そ
し
て
初
明
か
り
と
移
る
景
を

目
の
当
た
り
に
し
て
得
た
句

　
波
濤
越
え

　
な
ほ
も
挑
め
と
初
明
り

か
ら
句
集
名
に
し
た
と
い
う
。

　
こ
の
4
年
間
に
「
冬
野
」
の

ほ
か
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」、「
土
筆
」

に
掲
載
さ
れ
た
3
8
0
句
を
自
選
し
た
。

　
竹
林
の
深
さ
を
探
る
か
に
蛍

　
迷
ひ
来
て
元
の
道
と
る
探
梅
行

　
い
ふ
な
れ
ば
母
よ
り
祖
母
の
柏
餅

　
1
9
3
4
年
対
馬
生
ま
れ
。「
冬
野
」

に
は
、
小
原
菁
々
子
主
宰
に
誘
わ
れ
て
70

年
に
入
会
。
小
原
、
池
田
昭
雄
両
主
宰
の

下
で
12
年
間
、
同
誌
編
集
長
。
2
0
1
4

年
「
冬
野
」
主
宰
に
就
任
。
昨
年
か
ら
名

誉
主
宰
。
0
2
年
か
ら
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

同
人
に
も
。
県
俳
句
協
会
会
長
は
18
年
4

月
か
ら
2
年
間
務
め
た
。

留
学
生
８
人
が
今
様
さ
く
ら

「
冬
野
」前
主
宰
阿
比
留
さ
ん

句
集『
波
濤
』を
刊
行

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
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71号県文連ふくおか
令和４年９月

江﨑　雅彦

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
随
分
と
し
ぶ
と
い

が
、
遅
ま
き
な
が
ら
人
間
の
方
も
耐
性
が

出
来
て
き
た
よ
う
で
、
隔
離
や
自
宅
待
機

な
ど
は
あ
り
な
が
ら
も
、
社
会
生

活
も
あ
る
程
度
は
旧
に
復
し
、
コ

ン
サ
ー
ト
や
演
劇
な
ど
人
が
集
ま

る
舞
台
芸
術
の
分
野
も
そ
ろ
り
と

動
き
出
し
て
い
る
。

　
ず
っ
と
中
止
さ
れ
て
き
た
県
文

連
の
交
流
会
も
3
年
ぶ
り
で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。久
し
ぶ
り

に
顔
を
合
わ
せ
る
方
も
多
か
っ
た

ろ
う
が
、
す
ぐ
に
あ
ち
こ
ち
で
談

笑
の
輪
が
広
が
り
、
直
接
会
っ
て

話
を
交
わ
す
こ
と
は
大
事
な
の
だ

と
今
更
な
が
ら
感
じ
ら
れ
た
。そ

れ
に
し
て
も
ち
ょ
っ
と
声
を
か
け

れ
ば
日
舞
や
吟
詠
な
ど
さ
っ
と
披

露
し
て
い
た
だ
け
る
し
、
余
興
の

カ
ラ
オ
ケ
で
も
鍛
え
た
の
ど
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た
。さ
す
が
芸

自
慢
の
県
文
連
の
会
員
さ
ん
た
ち

で
あ
り
、
長
年
に
渡
る
鍛
錬
の
蓄

積
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
長
年
の
蓄
積
と
い
え
ば
、
県
文
連
に
は

驚
く
ほ
ど
の
歴
史
を
誇
る
加
盟
団
体
が
い

く
つ
も
あ
る
。県
文
連
は
今
年
度
設
立
30

周
年
を
迎
え
る
の
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
ヒ

ヨ
ッ
コ
だ
。最
長
の
歴
史
を
誇
る
の
は「
筑

前
琵
琶
福
岡
旭
会
」。な
ん
と
設
立
は
明
治

42（
1
9
0
9
）年
！　
日
露
戦
争

終
結
か
ら
ま
だ
数
年
、
夏
目
漱
石

や
森
鷗
外
が
活
躍
し
て
い
た
時
期

と
思
う
と
何
と
も
言
葉
が
な
い
。

　
分
野
別
団
体
で
は
戦
前
の
設
立

が
他
に
2
団
体
、
地
域
別
で
は
昭

和
20
年
代
の
設
立
が
3
団
体
も
あ

る
。ご
興
味
が
あ
る
方
は
会
報
6

〜
7
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
ご
覧
い
た

だ
く
と
し
て
、
こ
の
長
い
年
月
に

わ
た
り
活
動
を
継
続
す
る
に
は
ど

れ
ほ
ど
の
ご
苦
労
や
献
身
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。先
人
の
努
力
を

思
う
と
頭
が
下
が
る
。

　
今
は
コ
ロ
ナ
の
直
撃
を
受
け
、

さ
ら
に
少
子
化
、
高
齢
化
も
あ
り
、

活
動
の
継
続
は
簡
単
で
は
な
い
。

そ
こ
で
今
年
の
県
文
連
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
テ
ー
マ
を
「
文
化
芸
術
を
つ

な
ぐ　
伝
え
る
」
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。こ
の
問
題
を
皆
さ
ん
と

と
も
に
考
え
、
議
論
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

（
江
﨑
）

　平成 4年（1992）11月、県内で活動する地域別の文化団体67、分野別20の計87団体が参加して結成。
16年秋には、県と協力して第19回国民文化祭ふくおか2004（愛称「とびうめ国文祭」）を推進、大成功
を収めた。創立以来、毎年、県民文化祭を開催するほか、県民文化大学講座など独自の文化企画を展開
している。現在は地域別63団体、分野別26団体、特別個人会員47名が加盟。末端会員は推定20万人。
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福岡県文化団体連合会

▼ 

企
業  

団
体
会
員

 

（
公
財
）ア
ク
ロ
ス
福
岡

 

ア
ジ
ア
美
術
家
連
盟 

日
本
委
員
会

 

飯
塚
信
用
金
庫

 
英
進
館（
株
）

 
（
株
）エ
ル
テ
ッ
ク
ス・ヨ
シ
ダ

 

（
有
）海
鳥
社

 

九
州
電
力（
株
）

 

（
公
財
）九
州
交
響
楽
団

 

（
株
）九
電
工

 

久
留
米
運
送（
株
）

 

（
公
財
）末
永
文
化
振
興
財
団

 

西
部
ガ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

 

（
株
）如
水
庵

 

人
生
史
サ
ー
ク
ル
黄
櫨
の
会

 

蝶
屋（
株
）

 

（
株
）西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

 

西
日
本
鉄
道（
株
）

 

西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業（
株
）

 

（
公
財
）日
本
習
字
教
育
財
団
福
岡
事
務
所

 

（
株
）日
本
旅
行
福
岡
支
店

 

（
株
）ひ
よ
子

 

（
株
）ピ
ア
ノ
タ
ー
ミ
ナ
ル・ナ
カ
ム
ラ

 

福
岡
県
教
育
庁
部
課
長
会

 

福
岡
県
教
育
庁
参
事・補
佐
会

 

（
株
）福
岡
銀
行

 

福
岡
県
信
用
保
証
協
会

 

ふ
く
お
か
ア
ジ
ア
文
化
塾

 

（
株
）福
岡
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 　
　
　
　
　
　
　

  

と
び
う
め
の
会

 
（
株
）山
口
油
屋
福
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
50
音
順
）

▼ 
個
人
会
員

　
　
　
唐
川　
茂
樹

　
　
　
岡　
　
征
二

　
　
　
王
寺
陽
一
郎

TEL.092-643-2875に連絡ください。
追って手続き書類をお送りしますのでよろしくお願いいたします。

会報「県文連ふくおか」の送付（年２回）
会報とホームページへの賛助会員の掲載と紹介
その他、県文連主催行事、関係情報の提供


